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以近，といっても もう4，5か月前のζ とになるが， J~]世ド イツ の仔悩
詩集 DesMinnesangs Fruhling C以下略語MF)を読んでいて， 次の
ような箇所にぶつかった。
Da ist doch min schulde entriuwen niht so groz 
als rehte unsalic ich ze 1δne bin 
ich stan aller vroiden rehte hendebloz 
und gat min dienest wunderliche hin 
daz geschach nie manne me. 
volende ich einest sende nδt， 
sin tuot mir me， mag ichz behueten， wol noch we 
これはミンネ歌人 Reinmarの いNiemenseneder suoche an mich 
deheinen rat“ではじまる詩 CMF170，36)の第4詩uiiCMF 171， 18-24) 
であって， Max Wehrliの DeutscheL¥-r一ikdes Mitt巴laltersに救っ
ている，これの現代ドイ ツ語訳をあげると，次のようになっている。
Da ist doch meine Schuld wahrhaftig nicht so gros 
wie meine Erfolglosigkeit. 
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lch stehe aller Freuden bar und blos， 
und mein Dienst geht wunderlich dahin 
Das ist nie einem Mann so s巴hrgeschehen. 
Komme ich einst zu Ende mit mein巴rLiebesnot， 
so wird sie mir， gelingt's mir， weder wohl noch weh 
mehr tun. 





また H.de Boor は Diedeutsche Literatur. Texte und Zeug-
nisse. Mitt巴lalter2. S.1522で，との箇所の後半の註に， 次のよう に
書いている。
¥Venn ich einst meine Liebesqual vollende， so tut sie mir， so-
fern ich es abwenden kann， hinfort w巴derwohl noch weh. 
乙の方は behuetenを verhutenの意味にとっているようであるが，
乙れもまた原文の magichz behuetenを副文にとって， magをmugen
の普通の意味に解し kannと訳している。
因みに Mhd.の mugen，mugenは Nhd.の mogenにあたるが，
Nhd.の konnen に相応する kunnen，kunnenが kennenと語源
を同じくし，精神的能力をあらわすのに対して， mugen， mug巴nは肉体
的，外部的能力をあらわすのが原意である。この mugen，mugen は
また他の動詞の不定詞と共に話法の助動詞としてもeわれる が， Lexers 
ーー .) 一-d 
中高ドイツ語の動詞 mugenの一周i去について
Mhd. Taschenworterbuch!乙載ってい るだけでも"一一-machtig，
lmstande sein， vermogen mit infin.; moglichkeit haben， konnen; 
recht und ursache haben， sollen， durfen; der moglichkeit gemass 
wollen: imperat. frage.“といろいろな用法があって， ノ「乙乙で問題
にするのも，上記の場合の magがそれらの用法の中のどれに吋るか，
という ζ とである。













"von ir enmac ich noch ensol. so sich genuoge ir liebes frount， 
sost mir mit leide wol." rかの女(ひと〉より離れ能わず，また離れ
まじ。多くの人その出[ましき事を喜ぶも，苦しみもて， 我Fま楽し」と云
い，またその悦倣者 (Pseudo-Reinmar)が彼lζ倣って "mansol sor-














mac si sehen an mine state. (161，40) 
ge dur got her vur 
gebe stiure daz ich kom巴 uzsorgen; 
と続くのであるが，これは「私の変らぬ械を凡てもらいたい。どうか後
生だから，出て来て，私が憂し、からぬけ出すように助けてほしい」とい




Mac si mich doch lazen sehen， (167，4) 




するのか，見せてもらいたい」というのであって，乙 乙でも その後 l乙
so tuo gelich巴 demeals.. と主語の省略された接続法が続い ている
が， この macのよも願望文と考えざるをl'卜ないのである。
Mhd.でjjJ].wJ詞を用いて願望をあらわすには， muezenの現在j彰接続
法を用いるのが普通であるが， ζ のように mugenを，それも直説法を
用いることが度々あるのであろうか。ふとそんな疑念が浮んで，Paulの





11. Bedeutung 7) andererseits wieder zu dem begriffe des 
freistehens ubergehend， die anwendung einer kraft ist ins 
belieben gest巴lt;in mehrfacher weise; 
a)mogen einfach erlaubt sein， berechtigung bezeichnend:-
mog巴n auch in unterwurfiger rede，ωie belieben， geruhen: 
として， Mhd.のよ例
er sprach: nu mugt ir mir gesagen， 
wes habt ir die magt geslagen? Erec 76 ; 
mugt ir mich lan bevinden， 
waz ist ez oder waz hat ez namenコErec7978 ; 






objecte. b， mit einem infinitiv.の1.mit personlichem subjecte. 
d， ich kann， wenn ich will， es steht mir frei の中に 「疑問の形
の mugetirは怠味の上では我々の Optativ(Nhd. の広義のそれの
立)，ihr moget‘即ち ichwunsche， dass ihr (c.相応するJとして，
i欠のような文例が挙げられていた。
1) muget ir daz gefuegen Der Nibelunge not 848，8 in Cld 
2) mug巴tirs in ir herze schiez巴n，daz ir werde mir geliche 
we Walther 40，37 
3) muget ir， edeliu kunegin， iuw巴rwunden teilen oder die 
mine heilen Walther 41，1 
4) mug巴tir umb巴 seh巴n Walther 52，19 
5) mugt ir in durch got lan Erec 5474 
6) mugt ir warten Erec 8007 
7) mugt ir wund巴rschouw巴n λ1S. 2， 74.b. 
8) sueze Minne， maht du binden die von der ich bin gebun-





が刷l邑されねばな らないように思われる」 といっている。 wanを伴っ
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中市ドイツ日の動詞 mugenのー用法について
た adhortativな表現というのは，そ乙にやげている Hartmann の詩
山 IF218，5)の最i去の 1行 wanmugt ir armen minnen solhe minne 
als ich (21H， 28)が示すように， warum konnt ihr nicht?という疑問
μ 仏 o moch附伽 d叫!という願望えになるのである{:
卜."己文例の1CIJ， 1)からのまでは大体同じ用法であるが， その中の
5) mugt ir in durch got lan 1乙 Bechは Konntet，woltet ihr ihn 
um Gottes willen nicht loslassen ?という註を付けて， rhetorische 
Frageに訳しているが，前出の Erec7986 : mugt ir mich Ian bevin-
den には，普通の命令法 latmich bevinden に対する，より鄭重な形
という註をつけている。
3) muget ir，巴deliukunegin， iuwer wunden teilen oder die 
mine heilenを K.Pannierは Wollet，edle K加 igin，/Eure Wun-
den teilen/Oder meine heil巴nと命令法に訳し， また 4) muget ir 
umbe sehenを H. Bohmが Konntetihr doch um euch blicken ! 
と過去形の接続法を用いた願望(狭義の Optativ)に訳しているのに対
して， P. Stapfは Vorerst aber schaut euch noch einmal um， P. 
Wapnewskiは Aberseht Euch doch einmal um と何れも普通の命








そしてその結果は lw巴in，Tristan， Parzival にはそれらしい用法は
ほとんど見当らず， Waltherでは上記三例のほかに 51，13: muget ir 
schouwen waz dem meien wunders ist beschert?と 58，23: nu 
mugen si doch bedenken die gemein巴nnotが同じ用法と思われ，
後者ではじめて3人称複数形を見た。 (XVII35 : mac ich dienen an-
derswaは Krausによると Waltherの真作ではないとされているが，
用法としてはとれも同じであると思う〉。
MFでは 76，29. 106， 1. 189， 18. は明らかに wennの省略され
た副文であるが， Hartmannの詩 (MF216， 29)の中に
mac er mich mit gemache lan (216， 33) 
und ile er zuo den frowen gan ! 
という 3人称単数形を見つけることができた。 BechはDeutscheKlas-
siker des Mittelaltersで， ζれを ermac mich mit gemache lanと
正置にして註をつけ， I erkann mich in Ruhe lassen. 意味の上では
er lasse mich in Ruheと同じ。 macのとの用法については Mhd.
Worterb. IIa， 6b， 5以下を参照せよ」と記し，その例として， Erec 
7986 (前出); Gregor 3550: muget ir doch minen lip s巴hen;
Maurizius von Craun 444: swer nach eren ¥vil streben， er mac 
gemach uf geben ; Kaiserchronik 13364: do sprach der gotis die-








できた。(序ながら同教授は ζの頃でとそ Nhd の文法問題も扱ってお




1) MF 171， 24の magichz behuetenは wennの省略された副
文ではなく，一種の Parenthese(挿入句〉と解すべきではないか。
2) このmaglまMF161， 40. 167，4のと同様"konnen，""in der Lage 
sein， etw. zu tun“の意であるが， Kont巴xt (文章の脈絡)全体 か
らみて，間接には願望をあらわしていると解してよい，というのであ
る。






MF 171， 24や 161，40と 167，4のように magich， mac si と
特に動詞が倒置されているのは，muget irや， wanを伴う願望よりよ
うに疑問形から来たのか，それと もそれらが類似の用法として用いられ
ている接続法の影響によるのではなかろうか。 ζれは Nhd.の mogen
の場合であるが， Paulは DeutschesWorterbuchで mogenの用法
として Gestattenがときおり Aufforderniζ接近する， として，文例
er mag sich in acht nehmenを挙げ， また mager's glaubenのよ
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うに動詞が先置されることもあるが， 多分乙れは接続法を用いた Auf-
ford巴rungssatzI[_倣ったものであろう，といっている。 尤も Mhd の







とはないのであろうか。Grimm は DeutscheGrammatikで， ahd. 





















異なり，先』ζ挙げた主語が1人 体である MF171. 24の magichz 
behuetenは Nhd. になおせば， moge ich es verhutenとなる， 単
なる願望であり，主語が3人称である MF161. 40の macsi sehen 
an mine stateと MF167， 4の macsi mich doch lazen sehenと
は命令j去に近い強さをもっているといえよう。
こう してみると，用法の上からは nhd.mogenのJi<VW:は mhd.
mügen の直~~~itとよりはむしろ mhd. muezenの後続法と，より密政
な関係がありそうに，思われるのであるが， Mhd.で単なる願望をあらわ
す場合に用いられた muezenの現在形接続法が 同じ用法の Nhd.の
mogenの現在形接続法lこ移ったのは，いつ頃で， どんな経過をたどっ
たのであろうか。
乙の問題については，筆者のみるところでは， 1. Dal， Kurze deut-
sche Syntexの，_jょに於ける voluntatiyerKonjunktiv Pras.につい
て述べている節(9 104)で， 1人称について 「単独時弥の接続法の代
りに話法の助動詞による出き換えが行われているのが早くから見られ
る。そしてこの書き換えは一般動詞の接続法がもはや用いられなくなっ
てから，独占的になる。助動詞としては本来 ahd. muozi， mhd. 
muezeが用いられ (mhd.の文例 mitsalden mueze ich hiute uf sten 
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(Walther))， Lutherでもまだ用いられている(文例 somusse ich saen， 
und ein anderer esse es， und mein Geschl巴chtmuss巴ausgewurzelt
werden) 0 mussenが V巴rpflichtetseinの意味をとってから， mogen 
がそれに代って助動詞として用いられるようになった(文例 mogeich 
ihn nie wiedersehen) J 3人称について 「乙とでも極く早い時代から，
話法の助動詞による書き換え(最初は mussen，後にはそれに代る mo-
geロによる)が現われる:ahd.の文例 fongot巴rmuazi haben munt 
(Otfrid) ; nhd. の文例 somusse die ganze Stadt von meiner 






(1) Des Minnesangs Fruhlingは LachmannとHauptによって出版さ
れ， Fr. Vogt による改訂iを， Krausが!liに改訂したのであるが，本稿はこ
の Krausの改訂版によった。なお WaltherもLachmann出版， Kraus 





(3) 乙の詩 (MF198，28)を， Kraus は多くのと了'者の説lζ反して{為1'1'とした
が， Fr. Maurerは最近の著書 Die "Pseucloreimare" (S. 84-6)で，
それが不当であることを論じている。
(4) Hans Bohm: Die Gedichte Walthers von der Vogelw巴id巴.
- l~-
中高ドイツ語の動詞 mugenのー用法について
Urtext mit Prosaubersetzung. 1944. 
Paul Stapf: Walther von der Vogelweide. Spruche. Lieder. Der 
Leich. Urtext. Prosaubersetzung. 1955. 
Peter Wapnewski : Walther von der Vogelweide. Gedichte 
Mittelhochdeutscher Text und Ubertragung. 1962. 
以上三者の現代ドイ ツ語訳を比較してみるのは興味深い。Stapfは)，'1;
B凸hmによっているようであるが， Walther 52， 19: muget ir umbe 
sehenの訳花見られるように Wapnewskiが Stapfによったと Itl_l，われる




daz ir salic sit ! 
muget ir umbe sehen ? 
と続くのであるが，その dazir salic sItを Bohm :主 Segenuber 
euch !と普通の意味に訳しているのに， Stapfは Dannaber : Lebet 




terb.の salec1. b. lobend， wunschend， bittend und beschwo-
rend.のところに挙げてある Walther14， 34の frowe，daz ir s記 lic
sit! lant mit hulden rnich den gruoz verschuldenと同じく「あな
たが祝福されますように，幸福でありますように」というの :iI後生だか
ら」という意味であると思うのだが， どうであろう。
(5) この wanについては Lachrnannが..Anmerkungen zu den 'Jibe 
lungen und zur Klage“の S.64-5で多くの文例をあけ.1頁余!とわ
たって詳細に説明している。かいつまんでいうと， wanの;えのあと J亡命令
文が続くことが多いという こと，wanは wandene C =warum nicht)や
その省略形wanneの中に含まれている否定詞 neが;nえたのだと思うとい
うこと，前lC挙げた Nib.848， 8や Walther51， 13. 5~、 19 の rnuget
ir ?という成句も wanmuget ir?の wanが脱落したのであるというこ
13 
と，乙の疑問並びに願望をあらわす wanを， wanne (=wann)や wan
(=nur) K帰する試みは断念するということ等である。因みに wanne(= 
wann)もその省略形が wanになるのであるが， 前出の Hartmannの詩
の1行 (MFQ18，28) を WehrJiが wannmogt ihr Armen soJche 
Liebe Iieben wie ich ?と訳しているのは明らかに誤りであ ると 思う。
Wehrliの訳lこはζの種の誤りがときどきある。
(6) D巴utscheKJassiker des MitteJaJters. Band V. Hartmann von 
Aue 2. S. 13. 
(7) O. BehagheJ: Deutsche Syntax. IV. S.40-1. 
(8) ]. Grimm: Deutsche Grammatik， IV. S.86. 
(9) 1. DaJ: Kurze d巴utscheSyntax， S.138-40. 
- 14ー
